
波
の
周
波
数
か
ら
（
±
）
一
五

MHz

及
び
（
±
）
二
五
・
五

MHz
（
複
号

同
順
と
す
る
。）離
れ
た
周
波
数
に

お
い
て
、
チ
ャ
ネ
ル
間
隔
が
二
〇

MHz
の
基
地
局
に
あ
つ
て
は
希
望
波

の
周
波
数
か
ら
（
±
）
一
七
・
五

MHz
及
び
（
±
）
二
八
・
二

MHz
（
複

号
同
順
と
す
る
。）離
れ
た
周
波
数

に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
（
－
）
四

四
デ
シ
ベ
ル
（
一
ミ
リ
ワ
ッ
ト
を

〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。）の
変
調
の

な
い
妨
害
波
及
び
帯
域
幅
が
五

MHz

の
変
調
さ
れ
た
妨
害
波
を
同
時
に

加
え
た
場
合
に
お
い
て
、
ス
ル
ー

プ
ッ
ト
が
そ
の
最
大
値
の
九
五
％

以
上

３

最
大
送
信
電
力
が
二
〇
デ
シ
ベ

ル
（
一
ミ
リ
ワ
ッ
ト
を
〇
デ
シ
ベ

ル
と
す
る
。）以
下
の
も
の

基
準
感
度
よ
り
一
四
デ
シ
ベ
ル

高
い
希
望
波
に
対
し
、
チ
ャ
ネ
ル

間
隔
が
五

MHz
の
基
地
局
に
あ
つ
て

は
希
望
波
の
周
波
数
か
ら
（
±
）

一
〇

MHz
及
び
（
±
）
二
〇

MHz
（
複

号
同
順
と
す
る
。）離
れ
た
周
波
数

に
お
い
て
、
チ
ャ
ネ
ル
間
隔
が
一

〇
MHz
の
基
地
局
に
あ
つ
て
は
希
望

波
の
周
波
数
か
ら
（
±
）
一
二
・

五
MHz
及
び
（
±
）二
二
・
七

MHz（
複

号
同
順
と
す
る
。）離
れ
た
周
波
数

に
お
い
て
、
チ
ャ
ネ
ル
間
隔
が
一

五
MHz
の
基
地
局
に
あ
つ
て
は
希
望

波
の
周
波
数
か
ら
（
±
）
一
五

MHz

及
び
（
±
）
二
五
・
五

MHz
（
複
号

同
順
と
す
る
。）離
れ
た
周
波
数
に

お
い
て
、
チ
ャ
ネ
ル
間
隔
が
二
〇

MHz
の
基
地
局
に
あ
つ
て
は
希
望
波

の
周
波
数
か
ら
（
±
）
一
七
・
五

MHz
及
び
（
±
）
二
八
・
二

MHz
（
複

号
同
順
と
す
る
。）離
れ
た
周
波
数

に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
（
－
）
三

六
デ
シ
ベ
ル
（
一
ミ
リ
ワ
ッ
ト
を

〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。）の
変
調
の

第
２
の
第
２
表
中

「
7
1
0
`
7
3
0

Ｊ
4
6Ａ

Ｊ
7
4Ｂ

陸
上
移
動

Ｊ
7
3Ａ

Ｊ
7
5Ｅ

Ｊ
7
5Ｆ

電
気
通
信
業
務
用

公
共
業
務
用

一
般
業
務
用

放
送

Ｊ
1
3Ａ

Ｊ
7
5Ｂ

放
送
用

を

7
3
0
`
7
7
0

Ｊ
4
6Ａ

Ｊ
7
4Ｂ

陸
上
移
動

Ｊ
7
3Ａ

Ｊ
7
4
Ｊ
7
5Ｆ

電
気
通
信
業
務
用

放
送

Ｊ
1
3Ａ

Ｊ
7
5Ｂ

放
送
用

」
「

7
1
0
`
7
5
0

Ｊ
4
6Ａ

Ｊ
7
4Ｂ

陸
上
移
動

Ｊ
7
3Ａ

Ｊ
7
4
Ｊ
7
5Ｆ

電
気
通
信
業
務
用

放
送

Ｊ
1
3Ａ

Ｊ
7
5Ｂ

放
送
用

7
5
0
`
7
7
0

Ｊ
4
6Ａ

Ｊ
7
4Ｂ

陸
上
移
動

Ｊ
7
3Ａ

Ｊ
7
5Ｆ

公
共
業
務
用
（
7
0
0
M
H
z帯
高
度
道
路

交
通
シ
ス
テ
ム
用
）

一
般
業
務
用
（
7
0
0
M
H
z帯
高
度
道
路

交
通
シ
ス
テ
ム
用
）

小
電
力
業
務
用
（
7
0
0
M
H
z帯
高
度
道

路
交
通
シ
ス
テ
ム
用
）

小
電
力
業
務
用
（
7
0
0
M
H
z帯
高
度
道
路

交
通
シ
ス
テ
ム
用
）
へ
の
割
当
て
は
、
別

表
８
`
1
0に
よ
る
。

に
、

放
送
Ｊ
1
3Ａ

Ｊ
7
5Ｂ

放
送
用

」
な
い
妨
害
波
及
び
帯
域
幅
が
五

MHz

の
変
調
さ
れ
た
妨
害
波
を
同
時
に

加
え
た
場
合
に
お
い
て
、
ス
ル
ー

プ
ッ
ト
が
そ
の
最
大
値
の
九
五
％

以
上
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第
九
項
中
「
九
一
五

MHz
以
下
又
は
一
、
四
六
五

MHz
を
超
え
一
、
五
二
五

MHz
以
下
」
を
「
九
四
〇

MHz
以
下
」
に
改
め
、

同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
九
一
五

MHz
」
を
「
九
四
〇

MHz
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
を
削
る
。

第
十
項
中
「
八
三
六

MHz
を
超
え
八
三
八

MHz
以
下
、
八
五
〇

MHz
を
超
え
九
一
五

MHz
以
下
又
は
一
、四
五
三

MHz
を
超
え
一
、

五
二
五

MHz
以
下
」
を
「
八
五
〇

MHz
を
超
え
九
四
〇

MHz
以
下
」
に
改
め
る
。

第
十
五
項
中
「
、
八
五
〇

MHz
を
超
え
九
一
五

MHz
以
下
」
を
「
及
び
八
五
〇

MHz
を
超
え
九
四
〇

MHz
以
下
」
に
改
め
、「
及

び
八
四
六

MHz
を
超
え
九
〇
三

MHz
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
地
域
防
災
無
線
通
信
を
行
う
無
線
局
」
を
削
る
。

第
十
六
項
中「（
一
、
四
六
五

MHz
を
超
え
一
、
五
二
五

MHz
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
Ｍ
Ｃ
Ａ
陸
上
移
動
通
信

を
行
う
無
線
局
を
除
く
。）」
を
削
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
五
百
十
二
号

電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
周
波
数
割
当
計
画
（
平

成
二
十
年
総
務
省
告
示
第
七
百
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
四
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

™—
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